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日
本
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
協
会（
会
長
＝
村
上
雅
亮
・

Ｎ
Ｊ
Ｓ
社
長
）
と
全
国
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
推
進
協
議

会
（
会
長
＝
片
山
浩
之
・
東

京
大
学
教
授
）
は
５
日
、
２

０
２
５
年
度
補
正
予
算
及
び

26
年
度
予
算
概
算
要
求
に
向

け
て
、
中
野
洋
昌
・
国
土
交

通
大
臣
と
面
会
し
、
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
社
会
実

装
の
推
進
に
向
け
て
提
案
を

実
施
し
た
。

　

埼
玉
県
行
田
市
で
の
下
水

道
管
点
検
作
業
中
の
事
故
を

踏
ま
え
、
原
因
と
さ
れ
る
硫

化
水
素
対
策
に
つ
い
て
も
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
が
活
用

で
き
る
こ
と
も
提
案
。
ま

た
、
１
日
に
は
鷲
見
学
・
厚

生
労
働
省
感
染
症
対
策
部

長
、
石
井
宏
幸
・
国
交
省
上

下
水
道
審
議
官
に
対
し
、
尾

身
茂
・
結
核
予
防
会
理
事
長

（
元
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会
長
）
も

同
行
し
て
提
案
を
行
っ
た
。

　

提
案
内
容
は
①
全
国
実
施

体
制
の
構
築
（
提
案
先
：
厚

労
省
・
国
交
省
）
…
拠
点
都

市
２
０
０
と
重
点
先
行
都
市

50
を
２
０
２
５
年
12
月
ま
で

に
選
定
、
２
０
２
６
年
度
か

ら
定
期
的
・
継
続
的
な
採
水
・

分
析
を
実
施
②
予
算
の
確
保

（
厚
労
省
・
国
交
省
）
…
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
装
事

業
創
設
（
分
析
費
用
：
５
・

２
億
円
／
年
）、
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
・
運

営
（
３
億
円
）、
設
備
費
補

助
（
自
動
採
水
器
等
：
１
・

５
億
円
）
③
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
（
厚
労

省
）
…
情
報
の
一
元
化
と
共

有
ル
ー
ル
の
整
備
、
測
定
手

法
の
補
正
技
術
の
確
立
支
援

④
法
制
度
の
整
備（
厚
労
省
・

国
交
省
）
…
感
染
症
法
・
下

水
道
法
の
改
正
、
デ
ー
タ
活

用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
国
際
標

準
化
の
推
進
⑤
調
査
研
究
・

情
報
共
有
体
制
の
整
備
（
厚

労
省
・
国
交
省
）
…
全
国
的

な
デ
ー
タ
共
有
・
研
究
体
制

の
構
築
と
予
算
措
置
―
と

な
っ
て
い
る
。

　

行
田
市
の
下
水
道
管
点
検

作
業
中
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
原
因
と
さ
れ
る
硫
化
水

素
に
つ
い
て
、
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
を
活
用
し
て
硫
化

水
素
発
生
に
関
与
す
る
硫
酸

還
元
菌
及
び
硫
黄
酸
化
細
菌

を
検
知
・
測
定
す
る
こ
と

で
、
下
水
道
管
路
の
腐
食
対

策
と
併
せ
て
維
持
管
理
の
安

全
性
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
中
野
大

臣
か
ら
は
、「
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
の
活
用
に
つ
い
て

上
下
水
道
関
連
部
署
と
相

談
・
検
討
し
て
い
き
た
い
」と

い
っ
た
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、５
日
は
村
上
会
長
、

小
林
博
幸
・
日
本
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
協
会
副
会
長

（
塩
野
義
製
薬
ヘ
ル
ス
ケ
ア

戦
略
本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ロ
ー
）、
谷
戸
善
彦
・

全
国
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
理
事
（
Ｆ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
ｉ
顧
問
）
ら
が
、
１
日
は

尾
身
理
事
長
、
片
山
会
長
、

北
島
正
章
・
全
国
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
推
進
協
議
会
理

事（
東
京
大
学
特
任
教
授
）、

小
林
副
会
長
、
谷
戸
理
事
が

訪
問
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
は
８

日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
と
も

に
奄
美
群
島
９
市
町
村
と
水

道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
実
証

実
験
の
実
施
に

伴
う
協
定
を
締

結
し
た
と
発
表

し
た
。

　

上
水
道
関
連

業
務
の
Ｄ
Ｘ
化

に
向
け
奄
美
群

島
の
う
ち
の
９

市
町
村
が
合
同

で
、
同
社
製
の

通
信
端
末
と
集

中
監
視
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、

水
道
メ
ー
タ
ー

の
遠
隔
検
針
の

実
証
実
験
を
行

う
。
漏
水
警
報
の
機
能
を
活

用
し
、
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
な

ど
の
早
期
発
見
の
可
能
性
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
実

証
実
験
を
通
じ
て
業
務
の
稼

働
削
減
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て
定
量
的
な
効

果
測
定
を
行
う
。

　

複
数
の
自
治
体
が
連
携
し

て
実
施
す
る
こ
と
で
、
特
定

エ
リ
ア
間
で
の
情
報
共
有
が

可
能
と
な
る
。
同
社
で
は
、

「
全
国
的
に
も
珍
し
い
先
進

的
な
取
り
組
み
と
な
る
」
と

し
て
お
り
、
実
証
実
験
の
検

証
効
果
を
最
大
限
高
め
る
と

と
も
に
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
へ

の
適
用
や
自
然
災
害
へ
の
対

応
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
の
推

進
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

共
同
調
達
に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
と
い
う
。

　

各
者
の
役
割
分
担
は
、
▽

各
自
治
体
：
実
証
フ
ィ
ー
ル

ド
の
提
供
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

鹿
児
島
支
店
：
水
道
検
針

デ
ー
タ
の
分
析
お
よ
び
上
下

水
道
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け

た
検
討
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン

九
州
支
店
：
遠
隔
水
道
検
針

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お
よ
び

デ
ー
タ
化
―
と
し
て
お
り
、

来
年
５
月
ま
で
を
実
証
実
験

期
間
と
し
て
準
備
が
整
っ
た

自
治
体
か
ら
順
次
開
始
し
て

い
く
。

　

８
日
、
鹿
児
島
市
内
で
行

わ
れ
た
協
定
締
結
式
に
は
、

安
田
壮
平
・
奄
美
市
長
、
伊

集
院
幼
・
大
和
村
長
、
元
山

公
知
・
宇
検
村
長
、
鎌
田
愛

人
・
瀬
戸
内
町
長
、
竹
田
泰

典
・
龍
郷
町
長
、
隈
崎
悦

男
・
喜
界
町
長
、
前
登
志
朗
・

和
泊
町
長
、
今
井
力
男
・
知

名
町
長
、
田
畑
克
夫
・
与
論

町
長
の
９
市
町
村
長
と
、
瓜

生
昌
史
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿

児
島
支
店
長
、
中
島
伸
樹
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
九
州
支
店

長
が
出
席
し
た
。

　

日
本
推
進
技
術
協
会
（
会

長
＝
中
谷
泰
之
・
奥
村
組
取

締
役
常
務
執
行
役
員
土
木
本

部
長
）
と
日
本
非
開
削
技

術
協
会
（
会
長
＝
森
田
弘

昭
・
日
本
大
学
生
産
工
学
部

教
授
）
は
合
同
で
、
国
土
交

通
省
に
対
し
て
非
開
削
工
法

を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
管
路

の
老
朽
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
提
案
を

行
っ
た
。
中

谷
会
長
、
森

田
会
長
ら
両

協
会
関
係
者

が
こ
の
ほ
ど

国
交
省
を
訪

れ
、
石
井
宏

幸
・
上
下
水

道
審
議
官
ら

同
グ
ル
ー
プ

幹
部
と
面

談
、
非
開
削

工
法
の
有
効

性
を
説
明
し

た
。

　

提
案
で

は
、
八
潮
市
で
の
道
路
陥
没

事
故
に
関
連
し
国
が
設
置
し

た
「
下
水
道
等
に
起
因
す
る

大
規
模
な
道
路
陥
没
を
踏
ま

え
た
対
策
委
員
会
」
の
第
２

次
提
言
を
踏
ま
え
、
管
路
の

二
条
化
や
連
絡
管
の
整
備
の

推
進
の
必
要
性
を
指
摘
し
、

推
進
工
法
や
シ
ー
ル
ド
工
法

な
ど
の
非
開
削
工
法
を
用
い

た
対
策
の
有
効
性
を
強
調
。

イ
ン
フ
ラ
管
路
の
老
朽
化
対

策
に
要
す
る
予
算
確
保
を
求

め
る
と
と
も
に
、
都
市
部
で

の
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て

の
非
開
削
工
法
の
一
層
の
活

用
を
挙
げ
た
。

　

石
井
上
下
審
は
「
こ
れ
ま

で
も
特
に
人
口
や
交
通
量
の

多
い
都
市
部
に
お
け
る
下
水

道
管
路
の
整
備
に
は
、
推
進

工
法
や
シ
ー
ル
ド
工
法
な
ど

の
非
開
削
工
法
が
使
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
第
２
次
提
言

を
踏
ま
え
て
今
後
リ
ダ
ン
ダ

ン
シ
ー
の
向
上
が
求
め
ら
れ

る
中
、
非
開
削
工
法
は
よ
り

一
層
活
躍
の
場
が
広
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
国
交
省

と
し
て
も
今
後
、
国
土
強
靱

化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た

め
、
老
朽
化
対
策
を
含
め
た

下
水
道
の
整
備
に
非
開
削
工

法
を
よ
り
一
層
活
用
し
て
い

く
よ
う
、
強
靱
化
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
施
策
を
含
め

下
水
道
事
業
の
予
算
確
保
に

努
め
、
各
下
水
道
管
理
者
お

よ
び
非
開
削
工
法
に
関
わ
る

各
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
強
靱
で
持
続
可
能
な
上

下
水
道
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
き
た
い
」
と
応
え
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

改
修
協
会
（
会
長
＝
佐
藤
匡

良
・
日
本
ジ
ッ
コ
ウ
社
長
）

の
総
会
が
７
月
30
日
、
神
戸

市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年

度
の
事
業
お
よ
び
決
算
報
告

と
と
も
に
、
今
年
度
の
事
業

計
画
案
な
ど
を
承
認
し
た
。

施
工
管
理
者
や
作
業
員
と

い
っ
た
現
場
の
人
手
不
足
対

策
と
し
て
、
会
員
企
業
間
で

人
材
を
融
通
し
合
う
「
Ｊ
Ｅ

Ｒ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

冒
頭
、
佐
藤
会
長
は
「
物

価
高
に
対
し
て
適
切
に
価
格

転
嫁
を
進
め
る
た
め
に
は
、

価
格
に
見
合
っ
た
価
値
を
お

客
様
に
理
解
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
。
工
法
や
製
品
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
、
優
れ
た
施
工

管
理
と
施
工
品
質
、
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
体
制
な
ど
、

当
協
会
の
強
み
を
訴
求
し
な

が
ら
引
き
続
き
注
力
し
て
い

く
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、

今
年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

Ｊ
Ｅ
Ｒ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
運
用
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
士
の
有
資
格
者
数
と
協
会

専
門
技
術
者
数
の
増
加
を
目

指
し
た
認
定
試
験
や
講
習
費

用
の
助
成
、
外
部
向
け
の
技

術
研
修
会
の
開
催
、
協
会
カ

タ
ロ
グ
の
刷
新
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
な
ど

に
よ
る
知
名
度
の
向
上
策
な

ど
。

　

技
術
研
修
会
は
全
国
で
営

業
を
行
っ
て
い
る
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
対
象
と
す

る
。
今
年
度
は
特
に
、
エ
ー

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
実
施

し
て
い
る
水
中
ド
ロ
ー
ン
調

査
、
期
待
耐
用
年
数
50
年
間

と
す
る
ジ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
長

期
耐
久
性
能
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
防
食
技
士
、
工
事
賠
償
責

任
保
険
制
度
な
ど
を
重
点
提

案
項
目
と
す
る
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

工
法
協
会
（
会
長
＝
井
上
繁

則
・
栗
本
鐵
工
所
パ
イ
プ
シ

ス
テ
ム
事
業
部
Ｐ
Ｐ
Ｐ
統
括

本
部
長
）
は
７
月
25
日
、
大

阪
市
内
で
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。
昨
年
度
決
算
や
今
年

度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
を

決
議
し
、
長
岡
裕
・
東
京
都

市
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
特

別
講
演
も
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
井
上
会
長
は
「
現

在
、
営
業
と
技
術
が
一
体
と

な
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
部
隊
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。
本
年
度
も
事
業
体
の

持
つ
課
題
に
寄
り
添
っ
た
提

案
に
注
力
し
た
い
。
全
国
の

管
路
更
新
率
は
０
・
６
４
％

と
低
い
。
経
済
的
な
面
で
当

工
法
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

重
点
的
に
広
報
し
、
さ
ら
に

発
注
方
式
の
模
索
も
進
め
ね

ば
な
ら
な
い
。
当
工
法
を
取

り
巻
く
環
境
は
決
し
て
悪
い

も
の
で
は
な
い
。
水
道
行
政

が
国
土
交
通
省
に
移
管
し
、

基
盤
強
化
、
耐
震
化
率
向
上

な
ど
の
施
策
に
よ
り
更
新
業

務
も
加
速
さ
れ
る
。
引
き
続

き
事
業
体
の
実
情
に
応
じ
た

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
２
０
２
４
年
度
事

業
報
告
・
決
算
を
承
認
。
今

年
度
事
業
計
画
で
は
軌
条
設

備
の
改
善
、
小
口
径
管
用
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
工
法

の
開
発
完
了
を
受
け
た
技

術
・
積
算
資
料
の
作
成
な
ど

技
術
革
新
活
動
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
部
隊
な
ど
に
よ
る
普
及
・

宣
伝
活
動
の
継
続
し
た
実
施

を
決
議
し
た
。

　

特
別
講
演
の
長
岡
名
誉
教

授
は
「
変
化
す
る
上
下
水
道

事
業
の
動
向
と
今
後
の
展

望
」
と
題
し
、
近
年
の
主
に

地
震
被
害
の
状
況
や
上
下
水

道
シ
ス
テ
ム
の
耐
震
化
、
非

開
削
工
法
の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
語
り
、「
水
道
施
設
の

耐
震
化
は
最
優
先
課
題
。
八

潮
市
の
陥
没
事
故
を
受
け
、

管
路
の
冗
長
性
へ
の
要
求
は

高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
都

市
部
に
お
け
る
工
事
の
難
易

度
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
非

開
削
工
法
へ
の
期
待
は
高
ま

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
は
さ
き
ご

ろ
、
新
潟
薬
科
大
学
応
用
生

命
科
学
部
で
浄
水
処
理
や
下

水
処
理
等
に
つ
い
て
講
義
を

行
い
、
次
世
代
を
担
う
学
生

に
水
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
現

場
の
知
見
を
体
系
的
に
伝
え

た
。

　

同
学
部
で
は
、
地
域
社
会

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
や
、
学
生
が
環
境
や
水
イ

ン
フ
ラ
へ
の
関
心
を
深
め
、

職
業
選
択
を
考
え
る
契
機
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
、

３
年
生
向
け
に
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
分
野
の
講
義
を
行
っ
て
い

る
。
水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
で
は
こ

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
実
務
知

識
に
基
づ
く
専
門
的
な
視
点

の
提
供
を
通
じ
て
、
学
生
が

自
身
の
将
来
像
を
描
く
一
助

に
な
る
べ
く
、
２
０
１
６
年

度
か
ら
継
続
的
に
講
義
を

行
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
新
潟
県
内
の
浄

水
場
や
下
水
処
理
場
で
運
転

管
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

技
術
系
社
員
と
採
用
担
当
者

が
、
水
ｉ
ｎ
ｇ
グ
ル
ー
プ
の

概
要
や
浄
水
・
下
水
処
理
の

工
程
を
画
像
や
実
務
経
験
を

交
え
て
解
説
し
た
。
講
義
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
生

か
ら
「
水
質
を
維
持
・
改
善

す
る
の
は
と
て
も
重
要
な
工

程
な
の
で
、
水
処
理
の
重
要

性
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」「
下
水
処
理
場
を
見

学
し
た
中
学
生
の
こ
ろ
よ
り

詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
楽
し
か
っ
た
し
勉
強
に

な
っ
た
」「
水
処
理
だ
け
で

は
な
く
、
臭
気
対
策
も
講
じ

て
い
る
点
が
興
味
深
か
っ

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
る
と
良
い
」
な
ど
の

高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。

　

三
機
工
業
は
、
グ
ル
ー
プ

会
社
の
三
機
グ
リ
ー
ン
テ
ッ

ク
が
１
日
付
で
邦
英
商
興
の

全
株
式
の
取
得
を
完
了
し
た

と
発
表
し
た
。
今
後
は
両
社

の
事
業
領
域
に
お
い
て
シ
ナ

ジ
ー
の
最
大
化
を
図
り
、
さ

ら
な
る
企
業
価
値
の
向
上
を

目
指
す
。

　

邦
英
商
興
は
、
焼
却
炉
・

火
葬
炉
プ
ラ
ン
ト
や
、
上
下

水
道
や
工
業
用
水
道
な
ど
の

水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
・

製
造
か
ら
工
事
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
を
手
が
け
て
い

る
。

日
、
栃
木
市
が
推
進

す
る
「
災
害
時
協
力

井
戸
登
録
制
度
」
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
ア

ク
テ
ィ
オ
佐
野
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
統
括
工
場

が
保
有
す
る
井
戸
を

災
害
時
協
力
井
戸
と

し
て
登
録
し
た
と
発

表
し
た
。 

　

登
録
し
た
井
戸

は
、
大
規
模
災
害
な

ど
に
よ
っ
て
断
水
が

発
生
し
た
際
に
安
全
か
つ
円

滑
に
生
活
用
水
を
提
供
で
き

る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
近

隣
住
民
へ
生
活
用
水
と
し
て

無
償
提
供
す
る
こ
と
で
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
く
。

　

栃
木
市
で
は
、
災
害
時
協

力
井
戸
登
録
制
度
を
導
入

し
、
市
民
や
事
業
所
が
所
有

す
る
井
戸
を
予
め
登
録
、
断

水
時
に
地
域
住
民
が
洗
濯
や

ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
用
水
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い

る
。
登
録
井
戸
に
つ
い
て

は
、
そ
の
所
在
が
わ
か
る
よ

う
、
道
路
な
ど
か
ら
見
や
す

い
場
所
に
「
災
害
時
協
力
井

戸
」
の
標
識
を
設
置
し
て
も

ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
井
戸
の

所
在
地
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

を
予
定
し
て
い
る
。

　

金
山
代
表
理
事
は
、「
軽

量
鋼
管
の
採
用
実
績
が
着
実

に
増
え
て
き
て
い
る
。
さ
ら

な
る
採
用
拡
大
に
つ
な
が
る

よ
う
、
鋼
管
技
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
は
じ
め
と
し
た
展
示
会

で
は
積
極
的
に
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　

総
合
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル

の
ア
ク
テ
ィ
オ
は
７
月
28

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
７
月

25
日
、
２
０
２
６
年
３
月
期

第
１
四
半
期
決
算
を
公
表
し

た
。
受
注
高
６
９
６
億
４
５

０
０
万
円
（
前
期
比
55
億

６
１
０
０
万
円
増
）、
売
上

高
３
３
０
億
５
４
０
０
万

円
（
同
80
億
３
９
０
０
万
円

増
）、
営
業
利
益
マ
イ
ナ
ス

６
億
３
０
０
万
円
（
同
14
億

６
４
０
０
万
円
増
）、
経
常

利
益
マ
イ
ナ
ス
６
億
６
５
０

０
万
円
（
同
10
億
円
増
）、

純
利
益
マ
イ
ナ
ス
10
億
３
０

０
万
円
（
同
５
億
７
５
０
０

万
円
増
）
と
な
っ
た
。

　

受
注
高
は
、
環
境
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
、
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

海
外
事
業
で
前
期
実
績
を
上

回
っ
た
。
売
上
高
・
営
業
利

益
、
海
外
事
業
に
お
い
て
北

米
・
欧
州
子
会
社
が
好
調
に

推
移
し
た
こ
と
、
国
内
で
も

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事

業
と
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
大
型
工
事
案

件
が
順
調
に
推
移
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
前
期
を
大
幅
に

上
回
っ
た
。

　

同
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業

は
、
国
内
公
共
事
業
が
大
半

を
占
め
、
売
上
・
利
益
が
第

４
四
半
期
に
著
し
く
偏
る
傾

向
に
あ
り
、
第
１
四
半
期
の

売
上
高
は
年
間
の
15
％
前
後

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
米

国
へ
の
輸
出
は
極
め
て
限
定

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
税

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

し
て
い
る
。

　

鋼
管
技
術
研
究
会
（
代
表

理
事
＝
金
山
太
郎
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
鋼
管
企
画
部
長
）

は
、
同
協
会
が
手
が
け
る
軽

量
鋼
管
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
10
」（
消

火
設
備
用
）、「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ

20
」（
空
調
用
）
は
２
０
２

４
年
度
に
計
10
件
の
採
用
実

績
が
あ
り
、
２
０
２
３
年
度

ま
で
の
直
近
３
年
の
累
計
件

数
と
比
べ
大
幅
に
増
加
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を

中
心
に
実
績
を
伸
ば
し
て
お

り
、
２
０
２
５
年
度
は
、
軽

量
鋼
管
の
新
規
分
野
で
の
展

開
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
20
の

雨
水
配
管
へ
の
用
途
開
発
を

進
め
る
。
地
下
排
水
ピ
ッ
ト

や
集
合
排
水
ま
す
へ
の
配
管

用
と
し
て
の
使
用
を
検
討
し

て
お
り
、
現
在
は
日
本
金
属

継
手
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ａ
）
と

連
携
し
て
継
手
性
能
実
験
を

開
始
。
既
存
排
水
用
可
撓
継

手
に
対
し
て
、
軽
量
鋼
管
の

使
用
可
否
を
検
証
す
る
。
ま

た
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
用
の

素
管
と
し
て
新
た
に
「
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ
30
」
の
商
品
化
を
目
指

す
。
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
は
、
管

工
機
材
・
設
備
総
合
展
や
建

設
技
術
フ
ェ
ア
へ
参
加
す
る

ほ
か
、
11
月
に
は
沖
縄
で
鋼

管
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

付
加
価
値
訴
求
し
価
格
転
嫁
を

現
場
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
の
運
用
開
始

Ｊ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
補
改
修
協
会

非
開
削
工
法
へ
の
期
待
高
ま
る

総
会
で
長
岡
名
誉
教
授
講
演
も

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ

ス
テ
ム
工
法
協
会

受
注
高
・
売
上
高
と
も
に
前
期
上
回
る

26
年
３
月
期
第
１
四
半
期
決
算
を
公
表

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

軽
量
鋼
管
が
受
注
増

用
途
拡
大
・
Ｐ
Ｒ
に
注
力

鋼
管
技
術

研

究

会

井上会長

長岡名誉教授

金山代表理事

提案書を受け取る石井上下審（中央）

　Ｌｉｂｅｒａｗａｒｅは超狭

小空間点検ドローン「ＩＢＩ

Ｓ２」の飛行実演を行った。

ＩＢＩＳ２は産業用ドローン

では最軽量クラスの243㌘（本

体150㌘、バッテリー 93㌘）

の機体にイメージセンサとラ

イトを搭載し、狭く、暗く、

危険な屋内空間の点検に特化した特長を持つ。

　外形寸法は約20㌢四方と小型で、点検口からの進入や配管内の飛行に適す

る。軽量であることに加え、柔軟なポリカーボネート製のボディが４個のプ

ロペラごと本体を囲っているため、万が一施設に衝突しても機体や施設の損

傷リスクを低減できる。独自開発の飛行制御システムによりコントローラー

から手を放してもその場で高度維持が可能。着陸後に上下が反転してしまっ

ていても再離陸できる「タートルモード」搭載でドローン帰還率の向上を実

現している。

　無積載時の最大飛行時間は11分。加えて40㌘の積載量（ペイロード）を持

ち、上方カメラやサーモカメラといった追加機器によるカスタマイズもでき

る。ドローンで撮影した映像データを画像処理することで点群データや３Ｄ

画像、オルソ画像の生成も行える。

　下水道展のブースでは模擬配管を設置したフィールドでの実演を行い、カ

メラの映像を見ながら小さな開口部への進入・帰還や飛行状態を保ちつつ配

管を潜り抜ける様子などを披露した。

　ＩＢＩＳ２は八潮市で発生した道路陥没事故の調査においても投入され、

落下したトラックのキャビンらしき物体の発見等に活躍している。

狭小空間での安定した飛行を実演

Ｌｉｂｅｒａｗａｒｅ

管内点検に特化した小型ドローン

　マーケティングと海外人材

を軸に事業を展開するＺｅｎ

ｋｅｎは、下水道展に初出展。

エンジニアの採用難にあえぐ

日本企業と、海外の優秀なＩ

Ｔエンジニアをつなぐ同社の

事業をＰＲした。

　インドのエンジニアを中心

に、同社によるマッチングで上下水道関係企業への採用事例も増えてきてい

るという。海外人材事業に立ち上げから携わってきた田中志穂・ダイバーシ

ティ事業部長は「立ち止まって聞いていただいた方々からは、やはり理系人

材を採用できないといった声を聞きました。インフラが老朽化するなか、人

を採れなければ更新の事業を進めることもできません。人材を提供すること

で、我々なりに持続可能なインフラの整備に貢献できれば」と話した。

ＰＲする田中事業部長

Ｚｅｎｋｅｎ

インドエンジニア紹介でインフラに貢献

下水道展'25大阪 出展ブース

キャッチアップ 下水道技術キャッチアップ 下水道技術

　水ｉｎｇは、ＡＩによる運

転支援を導入したダウンサ

イジング対応型同軸差動式ス

クリュープレス脱水機や、点

検業務を自動巡回するＤＸソ

リューションなどを紹介し

た。

　ダウンサイジング対応型同

軸差動式スクリュープレス脱水機は、脱水性能は維持したま

ま、従来技術と比較してスクリーン径あたりの処理速度を混

合生汚泥で1.5倍以上、消化汚泥で２倍以上に増加できるこ

とで、機器のダウンサイジングにつながり、汚泥処理のライ

フサイクルコストの削減に貢献する。今年３月には日本下水

道事業団の新技術Ⅰ類に選定された。

　凝集部（高効率凝集装置、凝集混和槽）、濃縮部、脱水部

からなり、凝集部では２段階の凝集プロセスにより強固なフ

ロックを形成させ、濃縮部では楕円板レーキにより目詰まり

せずに汚泥を高濃度（７～ 12％）まで濃縮し、脱水部での

十分な加圧時間を確保する。脱水部では、前段軸と後段軸が逆方向に回転す

ることで、強い圧搾と円滑な排出を両立させ、脱水性能を維持したまま処理

速度を増大させる仕組みとなっている。

　同脱水機の運転支援を行う専用のＡＩを開発しており、自治体にニーズに

合わせた運転の最適化をサポートすることで、運転・管理業務の省力化に寄

与する。過去の運転時の各種条件と含水率の関係性を学習し、含水率優先、

薬注率抑制、トータルの運転コスト削減などの運転に必要なパラメータを出

力する。

　また、自動で施設を巡回して点検するロボットを披露した。ブース内の数

カ所に設置したメーターを自動で読み取ってクラウドを経由してデータを表

示させる実演を行った。決められた時間に点検を行うことができ、維持管理

業務の省力化につながる。ロボットは「ｕｇｏ ｍｉｎｉ」で、テレスコピック

ポールによる高さ調整機能により最大186㌢の高さまでモニタリングできる。

新型脱水機のメリットをＰＲ

水ｉｎｇ

最新の技術、ＤＸソリューション紹介

点検ロボット
の実演も

非開削工法で強靱化推進を
日本推進技術協会
日本非開削技術協会 予算確保と工法活用を提案

村上会長（左から２人目）から中野大臣（中央）に提案

石井上下審（左から３人目）に面会した片山会長
（同２人目）、尾身理事長（同４人目）ら

体
制
構
築
と
予
算
確
保
を

中
野
国
交
相
ら
に
提
案

下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
２
団
体

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
装
推
進
へ

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
装
推
進
へ

佐藤会長

奄美群島９市町村の水道ＤＸへ

ＮＴＴテレコン 遠隔検針の実証実験で協定

締結式に臨んだ奄美群島の９市町村長ら

災害時協力井戸がある佐野テクノ
パーク統括工場

アクティオ

栃木市の災害時
協力井戸に登録

新
潟
薬
科
大
で

水
処
理
を
講
義

水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ

講義のようす

邦
英
商
興
の

全
株
式
取
得

三
機
工
業

２０２５年（令和７年）８月２１日付

水 道 産 業 新 聞


